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今
月
の
内
容

12 お知らせ・各種日程

■第９期ほこた塾生募集
■日本語教室生徒募集
■農業用使用済プラスチック収集日
■休日診療・健康カレンダー
■心配ごと相談　ほか

9―11 行政からのお知らせ２

■鉾田ブランド料理コンテスト
■敬老会開催案内
■不動産公売案内
■鉾田市美術展覧会作品募集
■あけぼの館開館　ほか

6―8 まちの話題

■テレビ・ラジオでＰＲ
■健康フェスティバル開催
■大竹海岸海開き式
■こむこむほこた
■SPORTS　ほか

2―5 行政からのお知らせ１

■霞ヶ浦の日
■戸籍の電算化
■水の事故を防ぎましょう
■税務課からのお知らせ
■国保税の支払い方法　ほか

　

東
の
空
が
し
ら
け
て
き
た
朝
4
時
。
子
ど
も
た
ち
の
声

が
、北
浦
湖
岸
の
江
川
船
溜
ま
り
に
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
日
は
、
白
鳥
西
小
と
上
島
西
小
の
5
年
生
の
児
童
た

ち
の
ワ
カ
サ
ギ
漁
体
験
学
習
会
（
主
催
：
き
た
う
ら
広
域

漁
業
協
同
組
合
大
洋
支
部
）。

　

児
童
た
ち
は
、
今
年
2
月
に
ワ
カ
サ
ギ
の
人
工
ふ
化
を

行
い
、
３
月
に
は
学
校
で
育
て
た
稚
魚
を
北
浦
へ
放
流
し

て
い
ま
す
。「
稚
魚
た
ち
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
か
な
？

元
気
で
い
る
か
な
。」
と
い
ろ
い
ろ
な
想
い
の
中
、
地
元
漁

師
の
小
森
喜
幸
さ
ん
が
操
る
舟
に
乗
り
出
港
し
ま
し
た
。

　

助
っ
人
に
来
て
く
れ
た
漁
師
の
小
沼
敏
一
さ
ん
と
方
波

見
昭
さ
ん
が
、ワ
カ
サ
ギ
漁
用
の
網
（
通
称
：
ト
ロ
ー
ル
）

を
仕
掛
け
て
い
る
間
、
児
童
た
ち
は
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
を
と

る
「
さ
さ
び
だ
し
」、
ウ
ナ
ギ
を
と
る
「
竹
筒
」、
コ
イ
や

フ
ナ
な
ど
を
と
る
「
掛
網
」
な
ど
、
北
浦
に
伝
わ
る
い
ろ

い
ろ
な
漁
法
を
体
験
し
ま
し
た
。
特
に
「
竹
筒
」
は
一
人

一
本
ず
つ
引
き
上
げ
、
中
に
ウ
ナ
ギ
が
入
っ
て
い
る
た
び

に
大
歓
声
！
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
ワ
カ
サ
ギ
漁
の
網
を

引
き
揚
げ
る
と
、
体
長
１
０
㎝
ほ
ど
の
ワ
カ
サ
ギ
が
勢
い

良
く
ピ
チ
ピ
チ
と
飛
び
跳
ね
ま
し
た
。
急
い
で
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
の
容
器
に
移
し
返
す
と
、
児
童
た
ち
は
、
握
っ
た

り
、
つ
つ
い
て
み
た
り
、
目
や
口
の
中
を
覗
い
て
み
た
り
、

思
い
思
い
に
観
察
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

舟
を
下
り
て
江
川
の
集
落
セ
ン
タ
ー
ま
で
行
く
と
、「
お

帰
り
！
」
と
児
童
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
朝
食
の
準
備
を
し

て
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
早
速
、
と
り
た
て
の
食
材

を
使
い
あ
っ
と
い
う
間
に
、
ワ
カ
サ
ギ
の
天
ぷ
ら
、
油
で

揚
げ
た
テ
ナ
ガ
エ
ビ
、
ウ
ナ
ギ
の
煮
付
け
な
ど
が
テ
ー
ブ

ル
に
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
育
っ
た
ワ
カ
サ
ギ
た

ち
。
児
童
た
ち
は
、
食
べ
る
こ
と
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
一

口
パ
ク
リ
。「
お
い
し
ー
!!
」
の
後
に
は
お
代
わ
り
の
大

合
唱
と
な
り
ま
し
た
。

　

朝
食
の
後
、
県
の
霞
ヶ
浦
水
産
事
務
所
の
方
々
に
よ
る

水
産
教
室
も
行
わ
れ
、
２
月
か
ら
の
体
験
学
習
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

小
森
さ
ん
は
、「
こ
の
体
験
学
習
を
は
じ
め
て
8
年
目
。

こ
う
い
う
体
験
を
通
し
て
命
の
尊
さ
、
食
べ
物
の
大
切
さ

を
教
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
北
浦
の

魚
を
食
べ
て
も
ら
い
、
地
元
の
も
の
は
こ
ん
な
に
お
い
し

い
ん
だ
。
命
が
あ
る
ん
だ
。
と
感
じ
て
欲
し
い
で
す
。」

と
漁
業
の
厳
し
さ
が
染
み
込
ん
だ
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が

ら
や
さ
し
い
口
調
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ワカサギ漁の様子

雑魚さし網（掛網）漁法

ささびだし漁法

児童たちが獲ったウナギ 今回獲ったワカサギ ３月の稚魚放流の様子 ２月の人工採卵の様子

7月 22日、午前６時船上にて
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９月１日は「霞ヶ浦の日」です。９月１日は「霞ヶ浦の日」です。
※ 「霞ヶ浦の日」は1982年に「茨城県霞ヶ浦の富栄養化の防止に関する条例（現「茨城県霞ヶ浦水質保全条例）」※ 「霞ヶ浦の日」は1982年に「茨城県霞ヶ浦の富栄養化の防止に関する条例（現「茨城県霞ヶ浦水質保全条例）」
の施行を記念し、県民の水質浄化に対する意識を高めるために設けられました。の施行を記念し、県民の水質浄化に対する意識を高めるために設けられました。

　

霞
ヶ
浦
は
、
古
代
か
ら

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
存
在
。

　

多
く
の
動
植
物
を
育
む

雄
大
な
自
然
は
、
長
い
間

人
々
の
生
活
を
支
え
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
、
私
た

ち
の
生
活
用
水
、
農
業
用

水
の
源
と
し
て
重
要
な
存

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
水
質
悪
化

の
問
題
は
長
年
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

霞
ヶ
浦
を
含
め
鹿
島

灘
、
涸
沼
の
恵
み
豊
か
で

美
し
い
水
環
境
を
将
来
の

子
ど
も
た
ち
に
残
し
て
い

く
た
め
に
も
、「
霞
ヶ
浦

の
日
」
を
契
機
に
身
近
に

で
き
る
こ
と
か
ら
水
質
浄

化
対
策
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

※ 

「
霞
ヶ
浦
」
は
西
浦
、

北
浦
、
常
陸
利
根
川
、

鰐
川
、
外
浪
逆
浦
の
総

称
で
す
。

１　台所には
、目の細かい

ストレーナー
又は三角コー

ナーの設置や
ろ紙を使うな

どの工夫をし
ましょう。

２　天ぷらな
どの油は、使

いきるか、新
聞紙などにし

み込ませたり
、固化剤で固

めたりしてゴ
ミとして出し

ましょう。

３　鍋や皿の
汚れは、ゴムベ

ラで落とした
り、紙で拭いて

から少量の洗
剤で洗いまし

ょう。又はアク
リルたわしを

利用して洗い
ましょう。

４　台所の調
理くず等は、

コンポストな
どで堆肥にし

て使いましょ
う。

５　お風呂の
残り湯は、洗

濯や清掃など
に再利用しま

しょう。

６　川や湖に
ゴミを捨てな

いようにしま
しょう。

７　下水道な
どへの接続や

高度処理型浄
化槽を設置し

ましょう。

８　浄化槽は
定期的に点検

し、清掃、検
査しましょう

。

　　（「霞ヶ浦
問題協議会チ

ラシ」より

私たちにできる水質
浄化対策

　
　

市
の
動
静
（
７
月
）

１　

 

県
道
紅
葉
・
石
岡
線
バ
イ
パ
ス
開
通
式

７　

 

市
民
と
市
長
の
朝
市
ト
ー
ク

８　

 

鉾
田
市
農
業
振
興
協
議
会

９　

 

全
国
都
市
公
園
整
備
促
進
協
議
会
総
会

10　

 

茨
城
県
農
業
改
良
普
及
事
業
推
進
協
議
会
総
会

　
　

鉾
田
市
交
通
対
策
協
議
会

11　

 

大
洗
鹿
島
線
を
育
て
る
沿
線
市
町
会
議
総
会

14　

 

園
芸
い
ば
ら
き
振
興
協
会
総
会

　
　

茨
城
県
国
土
調
査
協
議
会
総
会

16　

 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
検
討
委
員
会

17　

 

大
竹
海
岸
鉾
田
海
水
浴
場
海
開
き
式

　
　

鉾
田
地
方
土
木
協
議
会
総
会

18　

 

鹿
行
広
域
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

　
　

茨
城
県
畜
産
協
会
臨
時
総
会

22　

 

全
国
国
土
調
査
協
会
総
会

23　

 

鉾
田
市
議
会
臨
時
会

　
　

夏
の
交
通
安
全
運
動
ル
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

25　

 

鉾
田
市
農
業
後
継
者
結
婚
あ
っ
せ
ん
対
策
協
議
会
総
会

28　

 

茨
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
総
会

29　

 （
仮
称
）
鉾
田
市
旭
保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭

鉾
田
市
議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

◆
開
会　

９
月
12
日
（
金
）
10
時
か
ら

　

鉾
田
市
役
所　

３
階　

市
議
会
議
場

　
（ 

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
傍
聴
を
す
る
方
は
お
問
合
せ
の
う

え
お
い
で
く
だ
さ
い
）

問 市議会事務局
☎33-2111（内線）1311

問 市役所　生活環境課☎33―2111　（内線）1134
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男 長

父母

 
平
成
元
年
八
月
参
拾
日
富
士
桃
子
と
婚
姻
届
出
茨
城
県
鉾
田
市
造
谷
千
百
四
十
一

地
三
鉾
田
市
一
郎
戸
籍
か
ら
入
籍
㊞

鉾
田

一
郎

富
子

 
昭
和
参
拾
八
年
四
月
弐
日
茨
城
県
鉾
田
市
で
出
生
同
月
八
日
父
届
出
入
籍
㊞

昭
和
参
拾
八
年
四
月
弐
日

 籍     本  

 名       氏  

茨
城
県
鉾
田
市
鉾
田
千
四
百
四
十
四
番
地
一

 
平
成
元
年
八
月
参
拾
日
編
製
㊞

鉾
田

太
郎

太
 
郎

桃
 
子

昭
和
四
拾
年
参
月
参
日

富
士

次
郎

 
平
成
元
年
八
月
参
拾
日
鉾
田
太
郎
と
婚
姻
届
出
東
京
都
富
士
区
中
央
百
番
地
富
士

夫生出

 
昭
和
四
拾
年
参
月
参
日
東
京
都
富
士
区
で
出
生
同
月
拾
日
父
届
出
入
籍
㊞

父妻 母

女 長

次
郎
戸
籍
か
ら
入
籍
㊞

　
　
　
　
茨
城
県
鉾
田
市
長
　
　
鬼
沢
　
保
平

生出

　
　
平
成
弐
拾
年
九
月
壱
日

こ
の
謄
本
は
、
戸
籍
の
原
本
と
相
違
な
い
こ
と
を
認
証
す
る

。

花
子

職印

（１の１）

平成６年法務省令第５１号附則第２条第１項による改製

【配偶者区分】 夫

【配偶者区分】 妻

発行番号 00000001
これは、戸籍に記載されている事項の全部を証明した書面である。

茨城県鉾田市長

昭和３８年４月８日

昭和３８年４月２日

昭和４０年３月３日

昭和４０年３月３日

平成元年８月３０日

桃子

【出生地】 茨城県鉾田市

全 部 事 項 証 明

身分事項
昭和３８年４月２日

【続柄】 長男

【出生日】

【父】 鉾田一郎
【母】 鉾田富子

【配偶者氏名】

以下余白

【従前戸籍】 東京都富士区中央１００番地　　富士次郎
鉾田太郎

長女

【従前戸籍】

【婚姻日】

【生年月日】

【改製事由】
平成２０年８月３０日

茨城県鉾田市鉾田１４４４番地１

【生年月日】

太郎

本 籍

氏 名 鉾田　太郎

戸籍事項
戸籍改製 【改製日】

戸籍に記録されている者
【名】

戸籍に記録されている者
【名】

出 生

【配偶者氏名】

【届出人】 父

茨城県鉾田市造谷１１４１番地３　　鉾田一郎
富士桃子

【届出日】

婚 姻

平成２０年９月１日

身分事項

【父】 富士次郎

出 生

婚 姻

富士花子

【届出人】
【届出日】

平成元年８月３０日

【母】

【出生日】

父

【婚姻日】

昭和４０年３月１０日
東京都富士区【出生地】

【続柄】

職印鬼沢  保平

（Ｂ４判縦書き）

（Ａ４判横書き）

旧

新

問
市
役
所　

市
民
課
☎
３
３―

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
５
１

戸
籍
の
電
算
化
に
よ
り
、

９
月
１
日
か
ら
戸
籍
が
変
わ
り
ま
す
。

　

戸
籍
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
死
亡
す
る
ま
で
を
登
録
す
る
重
要
な
公
簿
で
、
明
治
５
年
の
戸
籍
法
施
行
以
来
、
現

在
ま
で
手
書
き
ま
た
は
タ
イ
プ
で
記
録
、
管
理
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
６
年
の
戸
籍
法
改
正
を
機
に
市
で
は
戸

籍
事
務
の
迅
速
化
を
図
る
た
め
、
９
月
１
日
か
ら
電
算
に
よ
る
戸
籍
事
務
の
一
部
を
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

◆
本
籍
の
表
示
が

一
部
変
わ
り
ま
す
。

 

こ
れ
ま
で
本
籍
が
「
○
○
番

地
の
△
」
と
「
の
」
が
記
載

さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
新
し

い
戸
籍
で
は
、「
の
」
が
省
略

さ
れ
「
○
○
番
地
△
」
と
表

示
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
票
の
現
住
所
欄
と
本
籍
地
欄
も
、「
○
○
番

地
の
△
」
か
ら
「
○
○
番
地
△
」
と
「
の
」
の
表
示
が
省
略

さ
れ
ま
す
。

◆
戸
籍
謄
本
な
ど
の

名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

　

電
算
化
に
伴
い
、戸
籍
謄
本
な
ど
の
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
全
員
を
証
明
す
る「
戸

籍
謄
本
」
が
「
全
部
事
項
証
明
書
」
に
、
個
人
を
証
明
す
る

「
戸
籍
抄
本
」
が
、「
個
人
事
項
証
明
書
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
名

称
が
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
形
式
も
文
書
形
式
か
ら
箇
条
書
き
形
式
へ
、
用
紙

サ
イ
ズ
も
従
来
の
Ｂ
４
版
か
ら
Ａ
４
版
へ
小
型
化
さ
れ
ま
す
。

◆
登
録
す
る
た
め
の

「
氏
名
字
体
」
確
認
に
ご
協
力
を

　

戸
籍
に
は
、
常
用
漢
字
や
人
名
用
漢
字
、
そ
の
ほ
か
、
国

民
一
般
に
通
用
す
る
文
字
で
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
辞
書
に
な
い
文
字
（
氏
名
）
が
戸
籍
に
記
載

さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
辞
書
に
あ
る
文
字

に
置
き
換
え
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
登
録
す
る
予
定
で
す
。

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
う
と
固
定

資
産
税
の
減
額
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
市
役
所　

税
務
課
☎
３
３―

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
８
１

◆
戸
籍
の
電
算
化
と
は

　

こ
れ
ま
で
の
戸
籍
は
、
紙
の
原
本
で
管
理
さ
れ
、
手
作
業

で
の
記
録
な
ど
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
多
く
の
時
間
と
労
力

が
必
要
で
し
た
。

　

戸
籍
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

戸
籍
の
作
成
か
ら
証
明
書
発
行
ま
で
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務
改
善
を
図
る
も
の
で
す
。

＊
今
回
の
電
算
化
は
、
本
籍
地
が
鉾
田
市
の
方
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
の
う
ち
、
今
年
の
４
月
１
日

か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
い
、
当

該
工
事
に
係
る
費
用
が
30
万
円
以
上
と
な
る
場
合
に
は
、
申
告
す
る
こ
と
に
よ

り
、
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

30 万円以上の改修工事

④天井の断熱改修工事

③床の断熱改修工事

①窓の改修工事（必須）

②壁の断熱改修工事

使用できない文字
と対応する文字の例

　

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
に
つ
い
て
廃
棄
、
紛
失
、
譲
渡
な
ど
し
た
場
合
に
は
、
必
ず
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
さ
れ
な
い
場
合
は
、
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま
す
。

バイク・軽自動車の

廃車手続き

小
型
２
輪
車
（
２
５
０
㏄
を
超
え
る
も
の
）

軽
自
動
車
（
１
２
５
㏄
を
超
え
２
５
０
㏄
以
下
の
も
の
）

軽
自
動
車
（
６
６
０
㏄
以
下
の
３
輪
、
４
輪
の
も
の
）

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
以
下
の
も
の
）

小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用
）

区　
　

分

関
東
運
輸
局
茨
城
運
輸
支
局

☎
０
５
０―

５
５
４
０―

２
０
１
７

軽
自
動
車
検
査
協
会
茨
城
事
務
所

☎
０
２
９―

２
９
３―

９
９
８
９

市
役
所　

税
務
課

　
　
　
　

各
市
民
セ
ン
タ
ー

手　

続　

先

（現在の記載） （コンピューター処理後）

【
対
象
工
事
】（
工
事
費
用
が
30
万
円
以
上
の
も
の
）

　

①
窓
の
改
修
工
事
（
必
須
）　

②
壁
の
断
熱
改
修
工
事

　

③
床
の
断
熱
改
修
工
事　
　

 

④
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

※
②
③
④
の
工
事
を
行
う
と
き
は
、
同
時
に
①
を
行
う
こ
と
が
必
要

※
改
修
を
行
う
こ
と
に
よ
り
新
た
に
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と

【
減
額
の
内
容
】

　

工
事
が
行
わ
れ
た
翌
年
の
１
月
１
日
を
賦
課
期
日
と
す
る
固
定
資
産
税
の
う
ち
、
工

事
が
行
わ
れ
た
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
額
の
３
分
の
１
を
減
額
。

※
一
戸
当
り
床
面
積
１
２
０
㎡
を
限
度

【
申
告
期
限
】

　

改
修
工
事
終
了
後
３
か
月
以
内

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

・
申
告
書
（
市
役
所
税
務
課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）

・ 

添
付
書
類
（
工
事
明
細
書
、
領
収
書
、
工
事
写
真
、
建
築
士
等
の
有
資
格
者
が
発

行
し
た
証
明
書
等
）
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水
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

水
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

水
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

水
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

　

夏
に
な
る
と
、
海
・
川
・
プ
ー
ル
に
出
か

け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
楽
し
い
思
い

出
を
作
る
た
め
に
も
、
事
前
の
準
備
を
整
え

事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
鉾
田
市

は
海
水
浴
場
や
、プ
ー
ル
施
設
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
で
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
安
全
・
安

心
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
釣
り
の
時
の
注
意

・ 

出
か
け
る
前
に
家
族
等
に
行
先
、
帰
宅
予
定
時
間
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・ 

単
独
行
動
を
避
け
友
人
等
と
複
数
で
行
動
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

出
か
け
る
前
に
は
必
ず
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
で
気
象
・
海
象
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

・ 

防
波
堤
、
岸
壁
等
に
は
思
わ
ぬ
所
に
ロ
ー
プ
が
張
っ
て
あ
っ
た
り
、
崩
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
歩
く
際
に
は
足
元
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
で
は
釣
り
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※ 

予
定
時
間
を
過
ぎ
て
も
帰
宅
し
な
い
時
は
、
躊
躇
な
く
救
助
機
関
へ
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。
救
助
機
関
へ
の
通
報
が
早
い
ほ
ど
、
救
命
率
は
向

上
し
ま
す
。

■
海
水
浴
の
時
の
注
意

・ 

親
子
で
行
く
時
は
、
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

・ 

体
調
が
悪
い
時
、
飲
酒
し
た
と
き
は
遊
泳
し
な
い
。

・ 

波
が
高
く
遊
泳
禁
止
の
時
や
、
遊
泳
禁
止
場
所
で
は
泳
が
な
い
。

・ 

沖
へ
の
強
い
流
れ
（
離
岸
流
）
に
注
意
す
る
。

※
「
離
岸
流
」
下
記
参
照

■
大
切
な
命
を
守
る
「
３
つ
の
基
本
」

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
や
ヨ
ッ
ト
な
ど
に
乗
る
時
や
釣
り
に
行
く
時
に
は
、

「
３
つ
の
基
本
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・ 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

・ 

携
帯
電
話
の
携
行
（
防
水
パ
ッ
ク
・
防
水
型
の
利
用
）

・ 

海
の
「
も
し
も
」
は
１
１
８
番
！
海
で
事
故
に
遭
っ
た
、
若
し
く
は

事
故
を
目
撃
し
た
と
き
は
、

海
上
保
安
庁
の
緊
急
通
報

用
番
号
１
１
８
番
に
電
話

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。「
い

つ
・
ど
こ
で
・
何
が
起
き
た

か
」
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

※ 

携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

も
利
用
で
き
ま
す
。

◎ 

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
・
離
岸
流
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
！

　

鉾
田
市
の
海
岸
に
は
、
砂
浜
の
侵
食
を
防
ぐ
た
め
に

茨
城
県
が
設
置
し
た
「
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
（
人
工
岬
）」
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
は
「
立
入
禁
止
」「
遊
泳
禁
止
」

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
周
辺
に
お

い
て
水
難
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
周

辺
は
穏
や
か
に
見
え
て
も
〝
沖
へ
向
か
う
強
い
流
れ
（
離

岸
流
）〞
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

海
水
浴
は
、
指
定
さ
れ
た
安
全
な
海
水
浴
場
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

■
「
離
岸
流
」
と
は

　

離
岸
流
と
は
、
岸
か
ら
沖
へ
強
く
流
れ
る
海
水
の
流
れ

の
こ
と
で
す
。
と
て
も
強
い
流
れ
の
た
め
、
一
旦
こ
の
流

れ
に
乗
っ
て
し
ま
う
と
、
逆
ら
っ
て
泳
ぐ
こ
と
は
と
て
も

困
難
で
す
。

　
〔
対
処
法
（
例
）〕

　

①
流
さ
れ
て
も
、
ま
ず
は
落
ち
着
く
こ
と
。

　
　
（
決
し
て
流
れ
に
逆
ら
っ
て
泳
い
で
は
い
け
ま
せ
ん
。）

　

② 

岸
と
並
行
に
泳
ぎ
離
岸
流
か
ら
抜
け
出
す
。
又
は
、

し
ば
ら
く
沖
側
に
流
さ
れ
、
流
れ
が
弱
ま
っ
た
の

ち
離
岸
流
を
迂
回
す
る
。（
離
岸
流
の
幅
は
わ
ず
か

10
〜
30
ｍ
で
す
。）

　

③
離
岸
流
か
ら
抜
け
出
せ
た
ら
、岸
に
向
か
っ
て
泳
ぐ
。

※写真は、７月16日に大竹海岸で実施された水難事故対策合同訓練の様子
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国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
に
つ
い
て
、
今
年
４
月
か

ら
年
金
天
引
き
に
よ
り
お
支
払
い
さ
れ
て
い
る
方
、
又
は
、

今
年
10
月
か
ら
年
金
天
引
き
対
象
と
な
ら
れ
る
予
定
の
方
の

う
ち
、
次
の
①
及
び
②
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
方
は
、

保
険
年
金
課
の
窓
口
へ
お
申
し
出
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

国
保
税
を
年
金
天
引
き
で
な
く
、
口
座
振
替
に
よ
り
お
支
払

い
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

個
人
事
業
者
の
方
で
、
前
年
度
分
の
確
定
消
費
税
額
が

48
万
円
を
超
え
る
方
は
、
中
間
申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
い
方
法

の
選
択
に
つ
い
て

地
域
社
会
か
ら

児
童
虐
待
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
！

鉾
田
市
難
病
患
者
福
祉
手
当
支
給

制
度　

〜
新
制
度
ス
タ
ー
ト
〜

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人

事
業
者
）
の
中
間
申
告
と
納
税

　

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
へ
児
童
委
員
（
主
任
児
童
委
員
）
※

か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
児
童
虐
待
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
児
童
虐
待
に
よ
っ
て
傷
つ
き
、
成
長
・
発
達
が
妨

げ
ら
れ
、
著
し
い
場
合
は
尊
い
命
さ
え
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
虐

待
は
き
わ
め
て
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

　

あ
な
た
の
近
く
に
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

は
い
ま
せ
ん
か
。「
お
か
し
い
」「
何
か
変
だ
」
と
気
づ
か
れ
た

ら
、ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
私
た
ち
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
必
ず
守
り
ま
す
。

　

私
た
ち
児
童
委
員
は
市
区
町
村
、
児
童
相
談
所
な
ど
に
協
力

し
て
、
児
童
虐
待
の
予
防
や
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
（
状
況
や
様
子
の
変
化
）
に
気
づ
い
て
く
だ
さ

い
。
児
童
虐
待
を
な
く
す
た
め
に
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

※
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
で
す
。

　
　
　
　
　
　

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

　
（
財
）
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　

鉾
田
市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
難
病
患
者
に
対
し
て
、

難
病
患
者
と
そ
の
家
族
の
労
苦
を
見
舞
う
と
と
も
に
、
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
に
「
難
病
患
者
福
祉
手
当
」
の
支
給
を

開
始
し
ま
す
。

■
対
象
者

（
次
の
①
〜
③
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
）

①
鉾
田
市
に
住
所
が
あ
る
方

② 

茨
城
県
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る
「
一
般
特
定
疾

患
医
療
受
給
者
証
」
を
お
持
ち
の
方

③ 

生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受
け
て
い
な
い
方

■
手
当
の
額

　
 

年
額
２
万
円
（
認
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年

の
11
月
に
支
給
し
ま
す
。）

■
申
請
期
間

　

 

毎
年
９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
、
難
病

患
者
福
祉
手
当
認
定
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
書
は
、
社
会
福
祉
課
・
旭
・
大
洋
各
市
民

セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
申
請
時
に
必
要
な
書
類
等

○ 

「
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」
又
は
そ
の

写
し

○ 

難
病
患
者
本
人
の
預
金
通
帳
（
振
込
先
口
座
を

確
認
す
る
た
め
）
※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く

○
印
鑑

○ 

申
請
者
が
保
護
者
等
の
場
合
は
、
保
護
者
等
で

あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

■
申
請
先

　

社
会
福
祉
課
・
旭
・
大
洋
各
市
民
セ
ン
タ
ー

■
中
間
申
告
及
び
納
付
の
期
限
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
分
の
確
定
消
費
税
額
が
48
万
円
を
超
え

４
０
０
万
円
以
下
の
方

　

平
成
20
年
９
月
１
日
（
月
）

　

※
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
の
振
替
日

　

平
成
20
年
９
月
26
日
（
金
）

●
市
役
所
や
社
会
保
険
事
務
所
の
担
当
者
と
偽
り
、「
高

齢
者
医
療
保
障
費
や
年
金
の
還
付
に
必
要
な
手
続
き
」
と

い
っ
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
し
、
相
手
の
口
座
に
振

り
込
ま
せ
る
手
口
で
す
。

●
電
話
や
郵
便
物
な
ど
で
、
高
額
の
現
金
を
相
手
の
預
金

口
座
に
「
振
り
込
め
」
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
言
わ

れ
る
ま
ま
に
振
り
込
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

●
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
時
や
被
害
に
あ
っ
た
時
は
す
ぐ

に
警
察
（
全
国
共
通
の
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
９
１
１
０
」

「
＃
９
１
１
０
」）

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

①
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告

　

中
間
申
告
が
必
要
な
方
に
は
、
中
間
申
告
・
納
付

期
限
に
応
じ
て
、
所
轄
の
税
務
署
か
ら
「
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
の
中
間
申
告
書
」
及
び
「
納
付
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

税
務
署
に
中
間
申
告
書
を
提
出
し
、
納
付
書
に
よ
り

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
中
間
申
告
の
方
法

　

次
の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
、
い
ず
れ
か
の
方
法
に

よ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
要
件
】

① 

こ
れ
ま
で
、
国
保
税
を
滞
納
す
る
こ
と
な
く
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
方

② 

こ
れ
か
ら
の
国
保
税
を
口
座
振
替
に
よ
り
納
め

て
い
た
だ
け
る
方

★
お
申
し
出
は
、
８
月
20
日
ま
で
に

　

８
月
21
日
以
降
に
申
し
出
た
場
合
に
は
、
12
月
以
降
の
年

金
天
引
き
か
ら
中
止
と
な
り
ま
す
。

〈
こ
の
制
度
の
注
意
点
〉

◆ 

毎
年
決
め
ら
れ
た
期
間
に
申
請
を
し
な
い
と
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆ 

認
定
で
受
け
た
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
時
は
変
更

届
、
受
給
資
格
を
喪
失
さ
れ
た
時
は
喪
失
届
が
必

要
で
す
。

問
潮
来
税
務
署　

個
人
課
税
部
門　

☎
０
２
９
９―

６
６―

７
５
１
０

問
市
役
所　

保
険
年
金
課
☎
３
３―

２
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
２
１
・
１
１
２
２

問
市
役
所　

社
会
福
祉
課
☎
３
３―

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
５
６
３

問
市
役
所　

社
会
福
祉
課　

３
３―

２
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
）
１
５
６
１
・
１
５
６
７

（
注
） 「
確
定
消
費
税
額
」
と
は
、確
定
し
た
消
費
税
額
を
い
い
ま
す
。

消
費
税
と
地
方
消
費
税
を
合
わ
せ
た
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
19
年
分
の

確
定
消
費
税
額
（
注
）

中
間
申
告
・

納
付
の
回
数

中
間
納
付
税
額

48
万
円
以
下

中
間
申
告
不
要

48
万
円
を
超
え

４
０
０
万
円
以
下

年
１
回

平
成
19
年
分
の
確
定
消
費
税
額
の
12

分
の
６
の
消
費
税
額
と
そ
の
25
％
の

地
方
消
費
税
額

４
０
０
万
円
を
超
え

４
，
８
０
０
万
円
以
下

年
３
回

平
成
19
年
分
の
確
定
消
費
税
額
の
12

分
の
３
の
消
費
税
額
と
そ
の
25
％
の

地
方
消
費
税
額

４
，
８
０
０
万
円
超

年
11
回

平
成
19
年
分
の
確
定
消
費
税
額
の
12

分
の
１
の
消
費
税
額
と
そ
の
25
％
の

地
方
消
費
税
額

②
仮
決
算
に
基
づ
く
中
間
申
告

　

事
業
状
況
が
平
成
19
年
と
著
し
く
異
な
る
場
合
な

ど
は
、
①
の
方
法
に
代
え
て
、
各
中
間
申
告
対
象
期
間

を
一
課
税
期
間
と
み
な
し
て
仮
決
算
を
行
い
、
こ
れ
に

基
づ
い
て
計
算
し
た
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額

を
中
間
申
告
・
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

仮
決
算
に
よ
る
中
間
申
告
書
は
、
提
出
期
限
を
過
ぎ
て
提
出
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

還
付
金
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

【
事
例
】

　

市
役
所
の
社
会
保
険
年
金
課
の
担
当
と
名
乗

る
者
か
ら
、「
高
齢
者
医
療
保
障
費
の
還
付
金

が
あ
る
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

　

受
け
取
る
た
め
に
は
、「
金
融
機
関
決
済
な

の
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
残
高
の
あ
る
通
帳

を
持
っ
て
近
所
の
無
人
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
き
、
そ

こ
で
電
話
を
く
だ
さ
い
」
と
言
う
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
前
で
再
度
電
話
し
た
と
こ
ろ
、

い
っ
た
ん
通
帳
の
残
高
を
入
力
し
て
振
込
ボ
タ

ン
を
押
す
よ
う
言
わ
れ
た
。

　

疑
問
に
思
っ
た
が
、
迅
速
な
返
金
の
た
め
と

言
う
の
で
ボ
タ
ン
を
押
し
て
し
ま
っ
た
。
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■マスコットキャラクター
＆料理コンテスト
テレビ・ラジオでＰＲ！

　このほど、鬼沢市長と市職員がＮＨＫ水戸放
送局と茨城放送の番組に生出演し、鉾田市産地
ブランドアップ事業の一環で募集している「マ
スコットキャラクター」と「料理コンテスト」
のＰＲを行いました。

　「マスコットキャラクター」（広報ほこた７月号に掲載）は、鉾田市を全国・世
界に向けてＰＲするためのシンボルとして活用するもの。また、「料理コンテスト」
は、鉾田産の食材を使用したオリジナル料理を募集し、一般・小中学生・学校給
食の３部門に分けて行うものです。（９ページ参照）
　市長は、「地域資源のブランド化を推進し、まちの活性化につなげたい。豪華賞
品を用意していますので皆さんのご応募を心からお待ちしています。」とトップ
セールスで視聴者に訴えました。

▼大竹海岸鉾田海水浴場、海開き式
　7月 17日、大竹海岸鉾田海水浴場の
海開き式が執り行われました。
　式に先立ち、鬼沢保平市観光協会会長
は、「鉾田海水浴場は、ライフセービン
グクラブに監視活動をお願いしてから、
死亡事故ゼロの実績を誇っています。レ
ジャーの多様化が進んでいる今日です
が、安全安心な観光地としてＰＲしてい
きたい。」と挨拶がありました。その後、
シーズン中の海水浴客らの安全祈願が行
われました。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

まちの
話題

■健康フェスティバル開催！！
　７月12日・13日、鹿島灘海浜公園にて健康フェ
スティバル（主催：市・市鹿島灘海浜公園利用
促進協議会）が開催されました。健康フェスティ
バルは、鹿島灘海浜公園の開園3周年と地域住
民の健康づくりと福祉向上のため「健康づくり」
をメインに行われました。
　今回のフェスティバルの内容は、各種計測機

器を用いて、血管年齢、活力年齢、骨密度、体組成などを計測し、来場者への健
康指導が行われました。
　また、とりのす保育園園児や鹿島灘高校生による和太鼓演奏、あかつき保育園
園児たちによるお遊戯・合奏、大洗高校生によるマーチングバンド演奏、水戸工
業高校生によるジャズバンド演奏など多くの催しがあり、来場者を楽しませてい
ました。
　計測を終えた市内在住の40代の女性は、「体のことを見直す良い機会になりま
した。今日は心も体も健康になりました。」と感想を語ってくれました。

▼市学校給食センター整備検討
委員会設置
　７月 16日、第１回鉾田市学校給食セ
ンター整備検討委員会が開催されまし
た。
　委員は、市議会議員、区長、ＰＴＡ関
係者、学校関係者により構成され、会長
に市区長会会長の飯島仁氏、副会長に市
議会厚生文教常任委員長の友部政德氏が
選任されました。
　現在、鉾田・大洋地区の学校給食は各
学校等で調理し、施設も老朽化している
ことから、学校給食センターの施設整備
により、効率化と共に安心で安全な給食
の提供を目指すものです。
　今後、建設場所の選定、施設の内容及
び運営等について検討を頂きます。

▼県道紅葉石岡線バイパス開通
　７月１日、県が整備を進めていた鉾田
市紅葉から小美玉市上吉影までの２．８
㎞が開通しました。
　開通式典では、橋本昌知事から「空港
関連の道路整備を通して本県の観光や物
流の促進と地域の活性化を図りたい。」
と挨拶がありました。
　今回の開通により、歩行者の安全や円
滑な交通が期待されます。

ＮＨＫ水戸放送局
7月11日18時30分放映

茨城放送
　7月18日16時 30分放送
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　鉾田市社会福祉協議会が運営する、地域活動支援センタースマイルハウス
利用者４名が、フジテレビの「めざましテレビ」のプロジェクト“めざまし
フラワーロード”に出演しました。このコーナーは、日本列島を１本の花の
道でつなげるため、自転車をバトン代わりにして芸能人や地元の人たちが“聖
花”ランナーとして登場する内容です。収録は６月28日に行われ、４名は、
撮影スタッフとともに大洋中学校前から大洗町の国道５１号線沿いの夏海地
区まで花チャリで颯爽と走りぬけました。参加した海東正明さんは、「無事
ゴールできたのは、応援してくれたり、支えてくれたみんなのおかげ。素晴
らしい体験ができました。本当にありがとうございました。」と語ってくれ
ました。

　　～めざましフラワーロード～スマイルハウス、テレビ出演！
　　～めざましフラワーロード～スマイルハウス、テレビ出演！

　７月16日、鉾田市高齢者クラブ連合会（石

田正三郎会長）による第１回輪投げ交流会が

開催されました。

　交流会は、手軽にできる「輪投げ」を通して、

生涯スポーツの振興や連合会会員相互の交流

を図り、健康づくりと体力づくりに努める目

的で行われました。当日は、約120名が参加

し楽しく汗を流していました。

【大会結果】（敬称略）

　第1位　田口正子　　第2位　竹内義光　　

　第3位　高橋紘一

　　鉾田市高齢者クラブ連合会輪投げ交流会開催！
　　鉾田市高齢者クラブ連合会輪投げ交流会開催！

　７月17日の早朝、シルバー人材センターの

会員がボランティアでロードパークと新鉾田

駅の植木の剪定や草刈り、ゴミ拾いを行いま

した。

　当日は、梅雨明け間近の蒸し暑い日でした

が、皆さん手慣れた様子で植木を整えていま

した。整えられた植木たちは、薄着になり夏

化粧でもされたかのように清々しい雰囲気に

なりました。

　これから暑い日が続きますが、通学、通勤

者も、気持ち良く通れることでしょう。

　　～シルバー人材センター清掃活動～植木も、薄着になりました！
　　～シルバー人材センター清掃活動～植木も、薄着になりました！

　7月10日、鉾田総合公園で、第２回鉾田市グラン
ドゴルフ交流会（鉾田市グランドゴルフ連合会主催）
が開催されました。
　当日は、約110名が参加し、汗ばむ陽気の中でした
が、爽やかな汗を流し交流を深めていました。連合会
会長の金子勇さんは、「会費なし、賞品なしの大会だが、
行政にたよることなく住民主導で運営しています。今
後は、もっとグランドゴルフ交流会を発展させ、健康
づくりに取組んでいきたいです。」と語ってくれました。
【大会結果】（敬称略）
　ベストスコア１　中村好三
　ベストスコア２　小沼誠　　
　ベストスコア３　笠原治典　　澤田常生

　　～グランドゴルフ交流会～ナイスショット！で健康づくり

　今年２・３月号の広報ほこたに掲載しましたザンビアの「カ
シシ子供の家」への支援物資の梱包作業が続けられています。
この作業は、“ほこた塾第８期生”が中心となり、毎月３回行わ
れています。
　中心メンバーの額賀君子さんは、「たくさんの支援物資が集ま
り感激しています。提供してくださった皆さんに心からお礼申し
上げます。」と語ってくれました。しかし、集まった支援物資を送
るのには輸送費（みかん箱1箱で7千円程度）がかかるため、これ
までに輸送できたのは、全体の１/５程度の23箱。梱包作業を進
めるかたわら輸送費の寄付金募集にも奔走中とのことでした。
本活動に関するお問合せ：横須賀　弘子　３４－２３３２
輸送費寄付金の取扱協力窓口：鉾田市社会福祉協議会
　（本所32-5831　旭支所37-3571　大洋支所34-5200）

　　ザンビア「カシシ子供の家」支援支援物資、梱包作業を継続 「カシシ子供の家」とは
アフリカ南部の 〝ザンビア
共和国〟にある孤児院。赤
ちゃんから18歳までの孤児
約250人が暮らし、そのう
ち約6割が生まれつきエイ
ズウィルスに感染している。

　　ザンビア「カシシ子供の家」支援支援物資、梱包作業を継続

HOKOTA
Community & Communication

梱包作業をされている皆さん梱包作業をされている皆さん

　７月30日、北京オリンピック男子サッカー日本代表に選出された内田篤人選手が鹿島アントラーズ
大東社長とともにホームタウンである鉾田市を訪れました。
　内田選手から、「日頃から応援いただきありがとうございます。皆さんのご期待に沿えるよう精一
杯プレーしてきます。」と挨拶があり、鬼沢市長は「オリンピックでの活躍を大いに期待しています。」
とエールを送りました。

【試合日程】（男子サッカー１次リーグＢ組）
　８月　７日　対　アメリカ
　８月　10日　対　ナイジェリア
　８月　13日　対　オランダ
　※時間はいずれも日本時間18時から

■北京オリンピック　男子サッカー日本代表　内田篤人選手　表敬訪問

★内田篤人選手プロフィール
　生年月日　１９８８．３．２７（２０歳）
　出身地　静岡県
　身長・体重　１７６㎝　・　６２kg
　血液型　０型
　利き足　右足
　鹿島アントラーズ入団　　２００６．３

　　～グランドゴルフ交流会～ナイスショット！で健康づくり
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～Athlete ～
SPORTS

　楠　理久君（鉾田空手スポーツ少年団）が、５月11日
日本空手協会茨城県少年空手道大会で、また、６月
22日茨城県スポーツ少年団スポーツ大会空手道大
会でともに小学４年生男子形の部で優勝し、７月
下旬から９月にかけて行われる関東大会、全国大会
へ出場します。
　楠君は、昨年も関東大会で優勝を果たしており、
今後の活躍が期待されます。

■楠　理久君
空手　茨城県大会　２大会制覇！

　６月14日、県武道館で開催された全国小学
生学年別柔道大会茨城県予選の小学６年生男
子50kg級で、浪方涼平君（一心館菅谷道場）
が優勝し、全国大会（８月24日に静岡県浜松
市で開催）への切符を手にしました。
　浪方君は、「全国大会では、全力を尽くして頑張ります。」と抱負を語って
くれました。

■浪方涼平君　
　柔道全国大会出場！

～Lecture～

　７月12日、鉾田総合公園体育館で健康管理士一般
指導員の藤井浩司先生を講師に迎え、「スポーツ活動
中の熱中症予防について」と題する講習会が行われ
ました。講習会では、熱中症の救急処置や運動と水分・
塩分の補給など夏休みを前に具体的な暑さ対策の指
導が行われました。
　市内からは、200人以上のスポーツ少年団関係者
が参加し、熱心に受講していました。

■鉾田市スポーツ少年団本部講習会

　７月10日、巴第一小に鹿島アントラーズの興梠慎三（こ
うろきしんぞう）選手が訪れました。興梠選手は、北京
オリンピックの代表候補にもなったス－パープレイヤー。
「サッカーの楽しさを児童のみんなに知ってもらいたいで
す。」と挨拶し、児童たちと行ったミニ・ゲームでは、頭
の上にボールをのせて操って見せたり、服のなかにボー
ルを隠したり、まるでマジシャンのような巧みな技で児
童たちの視線をくぎづけにしていました。

■鹿島アントラーズ選手ホームタウン　小学校巡回訪問

　７月１日、旭南小で元大洋ホエールズの野球選手、
江尻亮（えじりあきら）さんを迎え野球教室が開催
されました。
　江尻さんは、野球の楽しさ、プロ野球の思い出など
ユーモアを交えながらお話しし、笑いの絶えない授業と
なりました。校庭での実技指導では、ボールの握り方や、
かっこ良く見える投げ方などを伝授し、野球にあまり馴
染みのない児童も目を輝かせて指導を受けていました。

■トップアスリート派遣指導事業

　６月22日、笠松運動公園で開催された全国小学生陸
上競技交流会県大会の小学５年生の部100mにおいて、
平沼翔太君（諏訪小学校）が優勝し全国大会出場権を
獲得しました。
　平沼君は、５月に行われた市の陸上記録会で14秒６
の新記録で優勝し、県大会では、13秒84の自己ベスト
をたたき出しました。現在、全国大会（８月30日に国
立競技場で開催）に向けて猛特訓中です。

■平沼翔太君　１００M優勝！

　６月29日、高円宮杯第28回全日
本学童軟式野球大会マクドナルド
トーナメント県大会の準決勝が行
われ、舟木スポーツ少年団が、堂々
の３位入賞を果たしました。舟木
スポーツ少年団は、８月22日から
開催される関東学童軟式野球大会・東京新聞カップに出場します。

■舟木スポーツ少年団
　茨城県大会　３位

第２８回岡本善蔵杯争奪戦柔道大会第２８回岡本善蔵杯争奪戦柔道大会
【市内道場所属選手上位入賞者】
■小２男子の部
　　準優勝　小野瀬風起（旭）
■小３・４女子の部
　　第３位　尾島有香（大洋）
■中１男子の部
　　第３位　冨永智貴（鉾田南中）
■中２男子の部
　　第３位　酒井駿太郎（旭中）
■中３男子の部
　　第３位　青木裕太（旭中）
■中１・２女子の部
　　第３位　中島蘭李（大洋中）
■中３女子の部
　　優　勝　人見香菜子（大洋中）
　　準優勝　横田法子（鉾田南中）
　　第３位　小沼智美（旭中）
　　第３位　石田　朱（旭中）
■一般の部
　　優　勝　小沼勝弘（鉾田）

（敬称略）

　７月６日、鉾田総合公園体育館において岡本善
蔵杯争奪戦柔道大会が開催されました。本大会は、
新宮村（現：鉾田市大竹）出身の岡本善蔵氏の功
績を称えるとともに柔道を通して健全な青少年育
成に資するため毎年開催されています。
　当日は、約500人の選手が集結し闘志を燃やし、
熱戦が繰りひろげられました。

第３回近隣ママさんバレーボール大会第３回近隣ママさんバレーボール大会

７月13日、鉾田総合公園体育館において近隣ママさんバレーボール
大会（主催：市体育協会）が開催されました。
　大会は、市内から11チーム、市外から５チームが参加し、日頃の
練習の成果を競い合いました。各チームともそれぞれチーム名の入っ
たユニフォームに身を包み、大きな掛け声が響く中、アタック、レシー
ブなどを決め、素晴らしいプレーが飛び出していました。

【大会結果】
■Aブロック
　　優　勝：常陸小川（小美玉市）
　　準優勝：飛鳥クラブ（鉾田市）
■Bブロック
　　優　勝：KIRARA（小美玉市）
　　準優勝：RUN’S（鉾田市）
　　第３位：サトリーレック（鉾田市）
　　　　　　ミルキーズ（小美玉市）
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申込締切９/30（火）
　土壌病原菌等を予防するため、環境に配慮し
た還元型太陽熱土壌消毒を実施したものに対し
て、その経費の一部を助成しております。
【条件】
（土地）
還元型太陽熱土壌消毒実施後に対象作物を作付
けする市内の圃場のみ。
（対象作物）
イチゴ・メロン
（対象者）
・鉾田市在住の認定農業者（申請中を含む）
・市税等の滞納がない方
・ 農業用使用済プラスチック等の適正な処理を
行っていること

【助成内容】
還元型太陽熱土壌消毒材（フスマ又は米ぬか）
購入費の一部
（助成額）
購入代金（税抜き）の１/２以内の額
（限度額）
10aあたり15,000円
【申請方法】
（提出書類）
① 交付申請書及び同意書（振込先金融機関の口
座を記入します）

② 領収書（消毒材の数量が記載されていること）
③位置図
（提出先）
鉾田市産業経済課
※各 JAメロン又はイチゴ部会員の方は、各
JAでも取りまとめを行っています。

問　市役所産業経済課☎33－2111（内線1167）

メロン・イチゴ生産者の皆様へ

　茨城租税債権管理機構では、一般の方も参加
できる入札により不動産を公売しますので、参
加してみてはいかがですか。
日時　10/ ７（火）13：20～ 14：00
　　　（受付12：50～　入札説明13：00～）
場所　水戸合同庁舎　２階大会議室

【公売対象不動産】
売却区分番号　　20－37
見積価額　710,000円（公売保証金80,000円）
財産の表示（登記簿による表示）
　所　在　鉾田市鹿田字大沼
　地　番　749番172
　地　目　田
　地　積　1441㎡
【その他】
① 農地につき「買受適格証明書」の提出が必要
です。

②中止になる場合があります。

【公売対象不動産】
売却区分番号　　20－38
見積価額　930,000円（公売保証金100,000円）
財産の表示（登記簿による表示）
　所　在　鉾田市鹿田字大沼
　地　番　749番210
　地　目　田
　地　積　1894㎡
【その他】
① 農地につき「買受適格証明書」の提出が必要
です。

②中止になる場合があります。
◇詳しい内容は、ホームページでもご覧いただ
けます。
http://www.ibaraki-sozei.jp/

問　茨城租税債権管理機構☎029－ 225－ 1221

不動産公売案内

募集内容

応募期限

生産量日本一、県内一の鉾田市産の食材を使用したオリジナル料理を
募集します。料理のジャンルは問いません。入賞作品はレシピを作成
して各種ＰＲに活用します。

平成20年９月５日（金）
当日消印有効

一 般 部 門　（高校生以上）
小中学生部門　（小学３年生以上）
学校給食部門　（学校給食に携わる方・一般の方）
※個人での参加とします　

１次審査（書類審査）（各部門５名以内を選出）
　一次審査を通過された方は事務局より連絡いたします。
２次審査（実技審査）
　期日：平成 20年 10 月 18 日（土）
　会場：中川学園調理技術専門学校

■主催：鉾田市・鉾田市産地ブランドアップ振興協議会　■協力：中川学園調理技術専門学校
■協賛：茨城旭村農業協同組合・かしまなだ農業協同組合
【後援】 鉾田市教育委員会／鉾田市観光協会／鉾田市農業振興協議会／鉾田市認定農業者連絡協議会／鉾田市養豚組合／鉾田市旭商工会

／鉾田市鉾田商工会／鉾田市大洋商工会／NHK水戸放送局／茨城放送／茨城新聞社／朝日新聞水戸総局／読売新聞水戸支局／
産経新聞水戸支局／毎日新聞水戸支局／日本農業新聞（順不同）

敬老を祝う会を開催します敬老を祝う会を開催します敬老を祝う会を開催します敬老を祝う会を開催します 問　市役所　社会福祉課
☎ 33－ 2111（内線）1563・1569

　今年は、より多くの皆さんにご参加いただけるよう３会場で開催します。
【とき・ところ】
　鉾田会場　９月 15日（月）　鉾田総合公園体育館
　旭 会 場　９月 20日（土）　旭中講堂兼体育館
　大洋会場　９月 21日（日）　大洋中体育館
【日程】（３会場共通）
　受付　午前９時～
　式典　午前 10時～
　アトラクション　午前 10時 30分～ 11時 30分

　案内状を往復ハガキ
により８月 10 日以降に
送付しますので、参加
の有無について、８月
19 日までにご返信くだ
さい。

※ 当日は、駐車場の混雑が予想されます。ご家族による送迎、又は乗り合わせでご来場くださるようご協
力をお願いします。

“楽しく食べて、元気になろう”

鉾田ブランド鉾田ブランド料理コンテスト料理コンテスト

応募部門

日本一　メロン　さつまいも　ごぼう　みずな
県内一　 トマト　いちご　にんじん　パセリ　ほうれんそう　大根　みつば　じゃがいも　山芋　豚肉
【食材費】：一般部門・小中学生部門　2,000 円以内　　学校給食部門　1,000 円以内
【分　量】：各部門とも４人分
※使用する食材は、原則として上記の鉾田産食材を必ず１点以上メイン食材として使用すること。
※ 鉾田産食材が近くのスーパーなどで販売していない場合や、季節により調達が困難な場合は、他
産地の食材で代用しても差し支えありません。

使用食材

一 般 部 門　最優秀賞　１点：賞金３万円　副賞　旅行券２万円分
　　　　　　　　優 秀 賞　４点：賞金１万円　副賞　旅行券１万円分
小中学生部門　最優秀賞　１点：図書券２万円分
　　　　　　　　優 秀 賞　４点：図書券１万円分
学校給食部門　最優秀賞　１点：賞金２万円　副賞　鉾田の野菜詰合せ
　　　　　　　　優 秀 賞　４点：賞金１万円　副賞　鉾田の野菜詰合せ
※応募者全員に粗品プレゼント

賞品等

選考方法

審査委員長
中川学園料理教室代表

中川　一恵

応募方法

応募用紙に必要事項を記入し、写真
（料理）貼付のうえ郵送してください。
※ 応募用紙は、市内の市役所関係
施設、農協、商工会等で配布して
います。また、鉾田市ホームペー
ジからもダウンロード可能です。

応募先
〒 311－ 1592

茨城県鉾田市鉾田 1444 － 1
鉾田市役所　産業経済課
「鉾田ブランド料理コンテスト」係
☎　　0291－33－2111㈹
FAX　0291－32－ 2128
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申込締切　８/31（日）
期間　 ９/ ６（土）～ 12/31（水）
　　　（そのうち講習期間は19日間）
場所　特別養護老人ホーム　百里サンハウス内
受講資格・ ホームヘルパー事業従事希望、従事

確定、又は従事者
　　　　・18歳～ 60歳未満
申込方法　 申込書に現金を添えて百里サンハウス

まで直接申込、または現金書留にて申込。
募集定員　40名程度　先着順
費用　 34,200円（受講料・資料代）その他テ

キスト代として6,800円になります。
申込先　〒311－3406
　　　　小美玉市下吉影2437－109
　　　　特別養護老人ホーム百里サンハウス

問　特別養護老人ホーム百里サンハウス
☎0299－ 54－ 0029

ホームヘルパー養成研修（２級課程）

　特別便についてご不明な点や回答方法等につ
きまして、相談窓口を開設いたします。
日　時　８/29（金）９：30～ 16：00
場　所　鉾田中央公民館
相談員　社会保険労務士（１名）
対象者　「ねんきん特別便」が届いた方
定　員　15名程度（予約制）
費　用　無料
予約先　市役所保険年金課
【持参いただくもの】
ねんきん特別便、年金証書（年金を受給されて
いる方）、年金手帳（又は基礎年金番号通知書）
※ 代理の方がお越しになる場合は、委任状と身
分証明書が必要となります。

問　市役所保険年金課　☎33－2111（内線1121・1122）
　茨城社会保険事務局年金課☎029－ 302－ 3108

ねんきん特別便に関する相談

申込締切　８/28（木）
芸術鑑賞会参加者募集
とき　９/22（月）
会場　東京厚生年金会館
内容　「千手観音　－My夢Dream－」
　　　 世界を驚かせた中国障害者芸術団による

夢と希望を与える感動の舞台を鑑賞
募集対象　鉾田市在住・在勤の方
募集人数　40名（応募者多数の場合抽選）
参加費　11,000円（S席チケット代及び昼食代）
申込方法　 所定の申込用紙に必要事項を記入し

旭公民館へ申込み下さい。
※ 申込用紙は、鉾田中央公民館・大洋公民館に
もあります。
※電話申し込み不可

問　鉾田市旭公民館　☎37－1118

芸術鑑賞会「千手観音My夢Dream」

申込締切　９/５（金）
　下水道は、公共水域の水質汚濁防止のために
重要な役割を果たすとともに、住民が安全で快
適な生活をおくるためにも重要な施設です。
　鉾田市では、平成16年度より下水道の整備
に着手しました。そこで、皆様に下水道につい
て、なお一層のご理解と関心を深めていただき、
下水道の普及とその十分な活用を促進するため
「下水道を促進する作品」を募集いたします。
【作品応募規定】
部門　　　 「絵画・ポスター」・「作文」・「書道」・「標

語」「新聞」・「写真」
応募資格　「標語部門」以外は、小・中学生のみ。
共通規定　応募作品は返却しません。
　　　　　 入賞作品の使用権及び著作権は、茨

城県に帰属します。
◎ 小・中学生は、各小・中学校に問い合わせて
ください。
<作品展示 >
９/12（金）～９/23（火）鉾田中央公民館

問　市役所下水道課　☎33－2111（内線1263）

「下水道を促進する作品」募集
９/５～９/11は茨城県下水道促進週間です

申込期間　９/１（月）～９/30（火）
会場　鉾田中央公民館
応募資格・ 鉾田市在住、在勤、在学者（高校生以上）
　　　　・主催者が認めた者
【作品規格】
◆絵画の部
　６号～50号（日本画、洋画、版画、デザイン）
　額装（ガラス不可）
◆書の部　
　 半切３分の１以上　小画箋紙（横70cm×
縦140cm以内）表装又は額装、釈文添付
◆写真の部　
　A４～ 150cm×100cm以内
　パネル張り又は額入れ（ガラス不可）
◆工芸美術の部　彫刻、陶芸等　
　持ち運び可能な作品

【出品について】
・手数料　1,000円
・出品は各部門１人１作品（工芸は２作品まで）
・ 既発表作品の出品可（他展覧会での入賞作品
は除く）
申込先・ 鉾田市教育委員会生涯学習課（旭総合

支所内）
　　　・鉾田中央公民館
　　　・大洋公民館
展覧会期間　11/26（水）～ 11/30（日）

問　鉾田市教育委員会生涯学習課☎37－4341

第２回　鉾田市美術展覧会作品募集

申込締切　10/１（水）
　高齢者の介護予防を推進するため「シルバーリ
ハビリ体操」を普及するボランティアとしてシル
バーリハビリ体操指導士の養成講習会を開催しま
す。
申込資格・茨城県民で60歳以上の方
　　　　　（常勤の職業についていないこと）
　　　　・全日程に参加できる方
※ 50歳代の方もお申し込みできますが、60歳
以上の方を優先
募集人員　 175名
会場　茨城県立健康プラザ（水戸市笠原町）
時間　10：00～（１日５時間程度）
内容　講義と実技
受講料　無料（交通費、昼食代は各自負担）
講習会日程

申込方法
<往復ハガキ往信面に下記事項記入 >
郵便番号・住所・氏名・フリガナ・性別・生年
月日・平成20年４月１日時点の年齢・電話番
号・講習会日程どのコースでも受講できる方は
「可」、都合により参加できないコースがある方
は、「○○コースは不可」とご記入ください。
返信面には宛先を記入して下記へ送付
申込先　〒310－0852
　　　　水戸市笠原町993－2
　　　　茨城県立健康プラザ

問　茨城県立健康プラザ（介護予防推進部）
☎029－ 243－ 4217

シルバーリハビリ体操指導士
３級養成講習会

【コース】 【開催日】

49コース 10/20・23・27・30
11/6・10・13・17

50コース 10/24・28・31
11/4・7・11・14・18

51コース 11/21・25・28
12/2・5・9・12・16

52コース 1/6・9・13・16・20・23・27・30

預かり締切日　９/12（金）
　鉾田市女性連絡協議会では、今年も「福祉バ
ザー」に向けて、各ご家庭で眠っている物品（衣
類、食器、洗剤、野菜など）の提供をお願いし
ています。
　提供された物品は、「福祉まつり」会場内福
祉バザーで販売し、売上は鉾田市の福祉向上の
ために寄付します。
【預かり先】
・最寄りの女性会員宅
・鉾田市社会福祉協議会本所
　　　　　　　　　　旭支所（☎37－3571）
　　　　　　　　　大洋支所（☎34－5200）

問　鉾田市社会福祉協議会鉾田本所☎32－5831

福祉バザー物品提供のお願い

第３回福祉まつり
　日時　９/27（土）
　　　　10:00 ～売切れじまい
　場所　ほっとパーク鉾田
※荒天の場合は中止となります。

invite募集します

申込締切　９/19（金）
　県では「結婚・子育て」に関するエッセーを
募集します。
「結婚への憧れ」「結婚にまつわる幸せなエピ
ソード」「子育てを通じて得た喜び」「わが家の
ユニークな子育て」など、あなたが「結婚・子
育て」に抱く思いを伝えてみませんか。
<応募資格 >
　県内在住、通勤・通学の中学生以上の方
<応募方法 >
　所定の応募用紙のほか、応募用紙のコピー、A
４サイズの任意の用紙に、題名、〒住所、氏名（フ
リガナ）、年齢、電話番号、職業を明記し、下記
へ郵送又はEメールによる応募。
　応募用紙は市役所子ども家庭課もしくは県子ど
も家庭課少子化対策室で配布。800字以内。応募
点数は１人１点。
　　〒310－8555
　　　水戸市笠原町978－6
　　　県子ども家庭課少子化対策室
Eメール　jifuku4@pref.ibaraki.lg.jp

問　県子ども家庭課少子化対策室　☎029－ 301－ 3261

「結婚・子育て」エッセー募集
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納期限９/１（月）
　個人事業税は、県内で事業を営んでいる個人
の方に、前年中の所得金額に対して課税される
税金です。
　納期は、毎年８月と11月の２期に分かれて
います。今月はその第１期分の納期となってお
り、納期限は９月１日（月）です。納期内に完
納されるようお願いします。
　なお、個人事業税の納税には「口座振替制度」
がありますので、是非ご利用ください。

問　県行方県税事務所☎0299－ 72－ 0772

８月は個人事業税第１期分の納期です

　茨城県は、徴収率向上のため、事情なく税を
滞納している方に対しては、給与や預貯金を中
心とした差押処分を強化しております。納め忘
れに注意しましょう。

問　県行方県税事務所☎0299－ 72－ 0772

県税の納め忘れはありませんか

日時　８/23（土）10：00～ 15：30
場所　茨城県霞ヶ浦環境科学センター

　　　（土浦市沖宿町）　　　
内容　 研究室公開、クイズラリー、おもしろ科学

教室、各種体験教室、物産品販売、環境
保全に関する展示

駐車場　土浦東部市民運動広場
　　　　（土浦市おおつ野地内）
　　　　※ 当日科学センターの駐車場は利用で

きません。市民運動広場及び土浦駅
東口から無料シャトルバスをご利用
ください。

問　県霞ヶ浦環境科学センター☎029－ 828－ 0961

霞ヶ浦環境科学センター夏まつり

　平成21年３月31日で「特別慰労品」贈呈の
受付が終了します。
　恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者の「ご
本人」に、『特別慰労品』を贈呈しています（ご
遺族の方は対象となりません）。「引揚者」は、
終戦の日まで引き続き１年以上外地で生活して
いて戦後引き揚げてきた家族全員が対象です。
　請求書等は、社会福祉課の窓口にあります。
　未請求の方は、早急に申請してください。

問　市役所社会福祉課　☎33－2111（内線1563）
独立行政法人平和記念事業特別基金　　　　　　　

無料電話　0120－ 234－ 933
（月～金、９：15～17：15、土日祝日休）

特別慰労品の贈呈

請求期限　H23, ４,18
　第21回特別給付金国庫債券「い号」を受け
られた戦没者等の父母、祖父母の方に、額面
100万円の特別給付金が継続支給されます。な
お、これまでに特別給付金の手続きをされてい
ない方も支給の対象となります。
　請求手続及び内容の詳細につきましては、お
問合せください。

問　市役所社会福祉課☎33－2111（内線1563）

戦没者の父母、祖父母の皆さまへ
特別給付金が継続支給されます

　賃金の低い労働者の労働条件を支え、就業形
態の多様化等の変化に対応するための「改正最
低賃金法」が施行されました。誰もが安心・納
得して自らの能力を発揮しながら働ける社会を
つくります。
改正の５つのポイント
① 地域別最低賃金額を下回る賃金を支払った場
合の罰金額の上限が２万円から50万円に引
き上げられます。
② 産業別最低賃金額を下回る賃金を支払った場
合の罰則の適用が変わります。
③ 最低賃金の適用除外規定が廃止され、減額特
例となります。
④ 派遣労働者には、派遣先の地域別（産業別）
最低賃金が適用されます。
⑤ 最低賃金額の表示単位は、時間額のみの表示
となります

平成20年７月１日
「改正最低賃金法」施行

【受付相談日】
日時　８/７（木）・８（金）
　　　大洋市民センター ９：00～ 12：00
　　　旭市民センター  13：00～ 16：00
内容　 農業委員会に関する各種申請書の受付と審査

問　市役所農業委員会　☎33－2111（内線1251・1252）

農業委員会からのお知らせ

　住宅用土地を取得し、２年（平成11年４月
１日から平成22年３月31日までに土地を取得
した場合３年）以内に新築住宅を取得されます
と、その土地に係る不動産取得税が減額・還付
される場合があります。
　この減額は、申請により適用となりますので、
土地の不動産取得税を既に納められた方で、減
額申請のお済みでない方は、早めに申請してい
ただくようお願いいたします。（申請の時効は
５年です）
　このほか、中古住宅の取得につきましても、
一定の要件のもとで、不動産取得税が軽減され
る場合があります。
　詳しくは、お問合せください。

問　県行方県税事務所　☎0299－ 72－ 0773

不動産取得税の減額について

　ＩＴのプロフェッショナルをめざす新規の高
等学校卒業者から社会人などあらゆる層の人た
ちにとって「開かれた短期大学校」として幅広
く県内の産業界に貢献でき即戦力となる、高度
かつ実践的なＩＴ技術者を育成します。
日時　８/27（水）・９/27（土）９:30～11:30
場所　茨城県立産業技術短期大学校
　　　　　　　　　　　（水戸市大野町）
内容　 学校ガイダンス、キャンパスツアー、体

験授業（CG体験、携帯プログラミング、
ロボットプログラミング等）

※申込方法等詳しくは、お問合せください。

問　県立産業技術短期大学校　☎029－ 269－ 5500
　　HP　http://www.ibaraki-it.ac.jp

茨城県立産業技術短期大学校
オープンキャンパス開催

日時　８/20（水）・９/３（水）13：30～16：30
会場　鹿嶋市まちづくり市民センター
※予約制

問　関東信越税理士会潮来支部☎0299－ 84－ 1611

無料税務相談

　関節リウマチ治療の変遷、最新の治療法につ
いて知っていただくことを目的に行います。
日時　８/30（土）　14：00～
場所　鹿嶋勤労文化会館（鹿嶋市宮中）
対象　一般市民の方
内容・講演「 リウマチは薬で治る」
　　　　　　　筑波大学大学院教授

住田孝之先生　　　
　　・医療相談会
○参加費無料・事前申込不要

関節リウマチ市民公開講座
問　市民公開講座担当　FAX 029－ 860－ 4166

　鉾田市で出土した土器や石器などを展示して
おり、手にとって観察できる土器もあります。
※ 開館期間中、小学生の文化財啓発ポスターを
展示しています。
期間　８/20（水）まで　９：00～16：00
＊休館日　毎週月曜日、８/13 ～ 15

問　鉾田市教育委員会生涯学習課☎37－4341

文化財展示施設「あけぼの館」開館中

あけぼの館 ラーメン店

鉾田市塔ヶ崎 17－3

関鉄グリーンバス
ターミナル

　市では、「鉾田市地域福祉計画」の策定を進
めており、この８月に市内在住の20歳以上の方
2,000名を対象にアンケートを実施いたします。
　アンケート用紙が届いた方におかれまして
は、ご協力のほどよろしくお願いいたします。
※ 無作為抽出のため、同じ世帯に複数の調査票
が送付される場合もあります。

問　市役所社会福祉課　☎33－2111（内線1563）

「鉾田市地域福祉計画」策定のため
のアンケート調査を行います。

対象試合　９/13（土）川崎フロンターレ戦
　　　　　キックオフ18：00
対象者　　鉾田市在住の65歳以上の方
　　　　　（座席は１階指定席となります。）

問　アントラーズファンクラブ事務局　☎0299－82－5555

シルバーファミリーデイズ
アントラーズホームゲームに無料招待

招待券の配布（10：00～14：00）

９/ ３（水） 鉾田市役所　
旭総合支所　

９/４（木） 大洋総合支所

※年齢のわかるものを持参ください。

同伴の方には下記料金でチケット販売

　　　１階指定席 メイン　3,000円
 バック　2,500円
 サポーターズシート　1,000円
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鉾田の花
ヒマワリ

鉾田の木
サクラ

鉾田の鳥
ウグイス

医療機関案内医療機関案内

◆茨城県救急医療情報システム
電　話　案　内（24時間対応） ☎029-241-4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

◆茨城子ども救急電話相談
毎　日（18：30～22：30） ☎029-254-9900

（短縮ダイヤル　 # 8000）

◆夜間小児救急診療所
毎　日（20：00～23：00） ☎0299-82-3817

鹿嶋市宮中1998-2　鹿島保健センター内

◆中毒110番
つ　く　ば（9：00～21：00） ☎029-852-9999
大　　　阪（24時間対応） ☎072-727-2499
日本中毒情報センター　http://www.j-poison-ic.or.jp/

「広報ほこた」９月号は９月３日発行です

鉾田市民憲章鉾田市民憲章
・ 水と緑ゆたかな自然を誇り、美しい
環境をつくります

・ 思いやりを大切にし、助け合いと感謝
のこころを育みます

・健康で働き、活気ある産業を築きます

・教養を深め、高い文化を培います

・ きまりを守り、安心して暮らせるまち
をつくります

平成19年2月28日制定

旭保健センター ☎37－1411
鉾田保健センター ☎33－3691
大洋保健センター ☎39－4866

市役所　総務課秘書室
　☎33－2111（内線1212）

問

●８／４（月）大洋総合支所
●９／３（水）旭総合支所
　時間はいずれも8：15～9：15

市民と市長の朝市トーク市民と市長の朝市トーク

■編集・発行■（発行日　H20.8.3）
　鉾田市役所　総務課　秘書室
　　〒311-1592
　　茨城県鉾田市鉾田1444－1
　　 ☎　0291－33－2111
　　FAX 0291－32－4443
　　http://www.city.hokota.lg.jp/

■市人口（H20.7.1現在）
　　総　数　　 5 1,　9 2 3 人
　　　男　　　 2 6,　0 3 4 人
　　　女　　　 2 5,　8 8 9 人
　　世帯数　　 1 6,　8 5 5 戸

　　　鉾　田　警　察　署 ☎34－0110
　　　鉾　田　消　防　署 ☎34－0119
　　　旭 　 出 　 張 　 所 ☎34－4119
　　　大　洋　出　張　所 ☎34－5119
火災情報テレホンサービス ☎32－2119
防災無線テレホンサービス ☎34－8770
 ☎34－8771

（一般の問い合わせ）

110
119
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広報ほこた2008（H20）８月号

第９期　ほこた塾生募集
問　市役所企画課　まちづくり推進会議事務局

☎３３－２１１１（内線１３０２）

申込締切　９/１（月）
　行政、まちづくり、環境、福祉などの基
本講座、施設見学や福祉体験などの特別講
座を予定しています。
対 象 者　鉾田市在住１８歳以上
開講期間　10月～３月
　　　　　 基本的に第１・３日曜日の19：00

から
費 用　1,000円（資料代・保険料）

日本語教室生徒募集
For　those　wanting　to　study　Japanese

問　市役所企画課内国際交流協会事務局
☎３３－２１１１（内線１３０２）

For　those　foreigners　living　in　or　near　Hokota　City,
The　Hokota　shi　International　Association　is　running　an
aff ordable　Japanese　language　class.
When：Every　Wednesday,7:00pm～9:00pm
Where：Hokota　Central　Community　Center（occasionally　lesson
　　　　 will　be　held　elsewhere）
Who：Foreigners　living　in　or　near　Hokota　City　over16　years　of　age
ClassTypes：Beginner-Conversation　and　Hiragana
　　　　　　　Intermediate-Conversation,Hiragana　and　Katakana
　　　　　　　Advanced　Intermediate／Advanced-Same　as　above　as　well　as　Kanji
Cost：250yen　per　class
To　sign　up　or　for　inquiries　please　contact　the　Hokota　shi　International　Association
at　Hokota　City　Hall　by　calling33-2111（Ext.1302）
If　you　are　interested,please　sign　up　by　September1,2008（Monday）

農業用使用済プラスチックなどの収集日程農業用使用済プラスチックなどの収集日程
問　市役所　産業経済課　☎33－2111（内線）1167

旭地区 鉾田地区 大洋地区
9：00～12：00 9：00～12：00 9：00～12：00

塩ビ ８/４（月）９/９（火）
ポリ ９/10（水）８/28（木）
農薬空缶 ９/22（月）
※時間が変わりました。ご注意ください。

心配ごと相談心配ごと相談

一般相談（13：00～15：00）
２日前までに予約をお願いします

弁護士相談（10：45～15：00）
予約制

鉾田市社会福祉協議会
　鉾田本所　☎32－5831
　旭支所　　☎37－3571
　大洋支所　☎34－5200

問

旭 鉾田 大洋

8月 28（木）
旭公民館

７（木）
大洋公民館

9月 11（木）
社協本所

18（木）
大洋公民館

８月の市立図書館休館日

４・１１・１８・２５・２９日

■休日診療■
☎ ８月 ９月

鉾 田 病 院 32 - 3 3 1 3 1 7 1 4・28

高 須 病 院 33 - 2 1 3 1 2 4 1 5

ハタミ病院 33 - 3 1 5 8 3・31 21

北浦整形外科 33 - 2 1 3 6 1 0 7・23

■健康カレンダー■ （各保健センターで実施）

事 業 名 場　所（項目） ８月 ９月

乳児健診 鉾田 18（月）
（H20.4生）

24（水）
（H20.5生）

育児相談

旭 26（火） 25（木）
鉾田 18（月） 24（水）
大洋 ５（火） ９（火）

幼児健康診査

旭
１歳半健診 26（火）

（H18.11～Ｈ19.1生）
―

３歳児健診 ―
２（火）

（H17.3～5生）

鉾田

１歳半健診 22（金）
（H19.1生）

26（金）
（H19.2生）

２歳児
歯科健診

―
５（金）

（H18.2生）

３歳児健診 19（火）
（H17.4生）

16（火）
（H17.5生）

大洋 １歳半健診 ―
９（火）

（H18.12～H19.2生）

機能回復訓練

（リハビリ）

旭 6・20・27（水） 3・10（水）
鉾　田 7・21・28（木） 4・11・25（木）
大　洋 8・22・29（金）12・19・26（金）

▼精神保健事業 （各保健センターで実施）

事 業 名 場　所（時間） ８月 ９月

デイケア 鉾田（9：30～11：30） 8・22・29（金） 5・12・19・26（金）

フリークラブ

旭 （9：30～11：30） 13・27（水） 10・24（水）
鉾田（9：30～11：30） 6・20（水） 3・17（水）
大洋（9：30～15：00） 4・11・18・25（月） 1・8・22・29（月）

▼献血の日程
８/21（木）10：00～16：00 ザ・マルヘイ鉾田店

８/29（金）
9：30～12：00 大洋保健センター
13：30～16：00 カスミ大洋店

　鉾田市国際交流協会では鉾田市や近隣に住む外国人の方に役立てていただこうと、日本語教
室を開いています。
開講日　毎週水曜　19：00～ 21：00
会　場　鉾田中央公民館ほか
対　象　鉾田市及び近隣にお住まいの外国の方で16歳以上
内　容　初級・中級・上級にクラス分けし、会話やひらがな、漢字などの読み書きをします
費　用　1,000円 / 月
　　　　（月４回実施　１回あたり250円） 申込締切　９/１（月）まで


